
JP 2010-243065 A5 2012.5.31

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成24年5月31日(2012.5.31)

【公開番号】特開2010-243065(P2010-243065A)
【公開日】平成22年10月28日(2010.10.28)
【年通号数】公開・登録公報2010-043
【出願番号】特願2009-92577(P2009-92577)
【国際特許分類】
   Ｆ２８Ｆ   9/26     (2006.01)
   Ｂ６０Ｈ   1/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２８Ｆ   9/26    　　　　
   Ｂ６０Ｈ   1/32    ６１３Ｄ
   Ｂ６０Ｈ   1/32    ６１３Ｚ
   Ｂ６０Ｈ   1/32    ６１３Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月6日(2012.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
【図１】この発明の実施形態１の蓄冷熱交換器を示す分解斜視図である。
【図２】この発明の実施形態１の蓄冷熱交換器を示す右側面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ線拡大断面図である。
【図４】この発明の実施形態２の蓄冷熱交換器を示す図３相当の図である。
【図５】この発明の実施形態３の蓄冷熱交換器を示す分解斜視図である。
【図６】この発明の実施形態３の蓄冷熱交換器を示すサイドプレート部分の水平断面図で
ある。
【図７】この発明の実施形態４の蓄冷熱交換器を示す分解斜視図である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
実施形態４
　この実施形態は図７に示すものである。　
　実施形態４の蓄冷熱交換器(45)の場合、エバポレータ(2)の上側の前後両ヘッダタンク
部(4)(6)と蓄冷器(3)の上側のヘッダタンク(21)（ヘッダタンク部）、およびエバポレー
タ(2)の下側の前後両ヘッダタンク部(5)(7)と蓄冷器(3)の下側のヘッダタンク(22)（ヘッ
ダタンク部）とが、それぞれアルミニウム製の上下挟着部材(46)(47)により挟着されるこ
とによってエバポレータ(2)と蓄冷器(3)とが連結一体化されている。
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